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　滑膜ではリンパ管が深層に分布するといわれる
が詳細は不明である。滑膜は固有層を構成する組
織の違いによって、同一関節包においても、主と
して脂肪型、母線押型、密線維型に区別される。
そのうち脂肪型と疎線維型が滑液の排導に関与す
るという。そこで関節包のリンパ管の分布形態を
滑膜の組織学的特徴と関連付けて検索した。
　【材料と方法】　体重2～3kgのイエウサギ8
例11側の肘関節包を用い、そのうち5側は硝酸銀
標本、6側はトリクローム染色標本とした。いず
れも連続切片で、光顕的に観察した。
　【結果】　関節包を滑膜層と線維層に分ける
と、線維層は付近の筋の筋上野を兼ねることが多
い。滑膜層と線維層は境界ないまま移行する場合
もある。リンパ管は滑膜層のうち、線維層との境
界部付近で起こり、直ちに線維層のリンパ管に流
入する。線維層ではリンパ管が多く見られるもの
の、その大部分は筋上膜からのリンパ管である。
滑膜の組織学的特徴とリンパ管の分布形態の密な
関係は肘関節包の尾側半分で見られた。尾側半分
では、リンパ管が始まる滑膜層は疎線維型と密線
維型の混合型、疎線維型または脂肪型のいずれか
で、僅かではあるが密線維型も含まれる。これに
対し吻側半分では滑膜層の組織学的特徴とリンパ
管の分布形態は必ずしも一致しない。即ちその外
側半分では滑膜層が脂肪型や疎線維型であっても
リンパ管はほとんど存在しない。しかし中央矢状
部では滑膜層が疎線維型、密線維型、その混合型
であるが、リンパ管は多い。
　関節包のリンパ管系の形態には3型が見出され
た。第1型は大部分のリンパ管系で、簡単な樹枝
状分岐形を呈する。第II型は僅かではあるが、滑
膜層と線維層に亙る簡単な叢状をなす。第m型は
脂肪型滑膜層に始まる単一管状のリンパ管系で必
ず血管に伴なって線維層のリンパ管に流入する。
　【目的】長時間過密労働や、不規則労働による「過労死」
が社会問題となっているが、その生理学的、生化学的な
機序については解明されていない。今回我々は、断眠に
更に運動という別のストレスを与え、その時の生体の反
応を心理、運動能、心血管系機能、骨格筋の代謝機能な
　どに関し多角的に調べ、その関連性について検討した。
　【方法】20歳代の健常男性6名を約36時間断眠させ、断
眠前後とその翌日の3回、症候限界性最大運動負荷試験
　を行ないPeak－VO2、　AT－VO2を測定した。同様に断眠前
後とその翌日に磁気共鳴スペクトロスコピー（MRS）を
用いた漸増式手関節屈曲運動を行ない、骨格筋の有酸素
的代謝能力の指標である無機リン酸（Pi）とクレアチン
　リン酸（PCr）の比（Pi／PCr比）を求めた。また、断眠
前より24時間Holter心電計を装着させ、3日間の心電図
を記録した。更に、感情プロフィール検査（POMS）を
運動負荷前後を含め計11回施行し、感情の変化を経時的
　に記録した。　【結果】6名の平均POMSスコアは断眠
前は活気が高く、他のnega直veな感情尺度得点が低い正
常なパターンを呈したが、断雨中には活気が著明に低下
　し、疲労が上昇した。充分な睡眠をとった断眠翌日には、
活気は再び上昇したが疲労は持続した。特に運動負荷試
験後1の疲労は著明であったが、運動持続時間，Peak一ウ02，
AT－VO2に有意な変化は認めなかった。しかし、　MR　Sを
用いた漸増式手関節屈曲運動では、断眠翌日に同一相
当負荷量（509。　Maximal　Voluntary　Contraction）でPi1PCr比
の上昇（前腕屈筋のミトコンドリアの有酸素代謝機能の
低下をみた）が3名で認められ、そのうち2名に断碑翌
　日の最大運動負荷試験で、昏眠前、断劇中には出現しな
かった心室性期外収縮が頻発し、心室頻拍のショートラ
ンも認められた。24時間Holter心電図にても、その後の
心室性期外収縮の出現頻度の増加が認められた。【考察】
健常人における36時間程度の断眠は、かなりの疲労感を
与え活気を低下させるが、運動美容能には影響を及ぼさ
なかった。しかし、被験者の一部で断眠の翌日に骨格筋
のミトコンドリアの有酸素代謝機能の低下や、運動誘発
性の不整脈が認められていることから、心疾患等を有す
るものに断眠が負荷された場合、その病状を悪化させる
可能性があると考えられた。また、これらの異常は断眠
の翌日になってから認められており、今後、断眠翌日以
降の変化及び回復過程にも注目し、更に検討する必要が
あると思われた。
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